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神 経 細 胞 の 細 胞 撃 的,細 胞 生 理

学 的,細 胞 病 理 撃 的 知 見 批 判

丸 井 清 春
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神経卿 包の正常的並に病的組織像に就ての深

い認識を吾人に提供したニッスルの功績は実に

偉大なものと云うべきである｡彼がニッスル染

色法を藁出した結果彼自身掛こ華界の多数の学

者によって発表されたニッスル染色体の正常像

並にその変化に関する業境は実に汗牛充棟も膏

ならざる有様である｡

ニッスル染色体が改造的の構造即ち己でに生

存している弼胞に存する構造であるか或は組織
ヽ ◆

固定の際に固定液の作用によって,初めて生す
＼

る沈澱物であるかに就ては永い間学者の問に論
●

争が̀続けられ,学者の見解は今倫ほ分れて居る′

現状である｡-ルドはニッスル染色物質は組織

固定の際に沈澱物として生ずるものと主張して

居り,著者も亦それに左祖するものである｡こ

の事は後述する肝細胞チグロイド小体 (丸井)

に就ても同様である｡_ ナ

エツスル染色法の墳値唯にこの方法によって

行はれる病理学的観察の意義は上ゐ論事とは無

関係である｡ニッスルは神経細胞の所謂等贋像

(AquivCalentbild)の概念を設定する執こよっ

てこの論争を和らげたのである｡彼は次の様に

云っている｡ ｢いつも叉凡ての状態に於て規制

//

一･･- 1

●
正しい確実性を以て吾人が正常的のものとして

■一
記載した神経細胞像が一定の善人が認識 した粂ノ■

僻の下に惹起されると云ふ事実がある以上,こ

の細胞像からの凡ての偏借は細胞の状態そのも

のの中にある取囲から起る串明らかである｡特

に強調すべき事は材料の同じ処理法に於てのみ

何々の細胞のタイプが同じ嘩造像を生ずるもの

であり,これはその種類の細胞の等倍像として

叉病的変化の決定に向っての基礎として役立ち

得る事である｣と｡

さて,丸井はニッスル染色体の構壊要素たる

ニッスル額粒と顕徴鑑組織化学的に同一の反応
＼

を星し,形態学的所見に於ても,全く同様なヌ

クレオプロテイド様額粒 (丸井)を,最初アメヽ

-バ様笹質細胞並に爆質性及び申牡菓性雛 細

胞内に発見し,攻で種々の噂乳動物Q肝細胞内

に証明し,特に家電,羊,大黒嵐等の肝細胞内
I

に於ては,ーこの潜粒は集まってニウスル染色体

に慨似の ｢しよるれん｣を形成 し,侍ほ とef

｢しよるれん｣の細胞騎形質に於ける配列の有

様は脳皮質大雄掩細胞,脊謹前角細脚 こ於ける

こらスル染 色体 のそれを思はしむろものがあ.

わ,細胞の全形は勿論異なるにしても紳経細胞
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の所謂等債像を穿寄せしむるものがあるを認め

これを肝 細 胞 ｢チグロイド｣小､体 (Tigroid-

Scholle･tlderキeberzellen)(丸井)と命名した｡

その後丸井は種々の病的生理的状態或は中毒状

態に於て胞皮質紳経細胞と肝細胞の所見を平行

的に研究し,一方 ニッスル染色体,他方肝細胞

チグロイド小体の生物学的意義を闇明せんと努

力した結果,帝方の染色体は,常に近似或は同

様の変化と所見を呈する等を明らかにし,南染
′′

一色体はその生理的官能並に生物学的意義に於てI
も極めて近似のものなる等を証明し得たのであ

や｡即ち組織の同じ固定法材料の同じ処理法の
ノ

下に耐岳細胞以外の他の細胞晦於て同じ顔色物

質が同じ形態学的所見と同じ配列の有様に於て
イ

現はれ,侍ほ種々の条件の下に両極細胞磯 色

物質が平行的な変化を示す意味咋於てニッス'L

の所謂神経細胞の等倍像なる概念は,.その意義

を̀失なふか,或は著 しくその意義を縮小せしめ

られたものと考ふべきである｡

ニッスル染色物質の官能白聴 義に就ては,衣

い聞論議が続けられて来た｡.この物質が神経の

刺戟博達には問監外であることは細胞体におけ

るその排列の有様,軸索刺 こその起部に於ける
J■

そり映如によって明らおである｡ニッスルは染

色体の間にある無色の非染色物質が神経細胞の

本束の構造像をなすものであり,染色物質味一

種の亮墳材料 (F'tillmaterial)をなすものと結

論 した｡こOJ仮定が正しいものであることは鍬

鮭組織推染色法が明らかにした処である｡ 一部

の学者はニッスル染色体を絶縁体と見倣し,こ

れが非染部を走ってゐる細盛雄を互に隔離する

ものと考-たがこれは今日に於ては最早や信ぜ

られない仮設となってゐる｡カ-ール,ルガロ

/

フアン,ゲヒユシテン-及びその他の学者は蹟海

的な仮説を立てニッスル染色体は貯戎された栄

養材料 (Tiophoplasma)で参ると論七たが,こ

れは碇たる板鞄があったわけではない｡近代の

学者特にマ.)盲スコは染色物質に対し細胞官能

における本質的役割を帰 した｡即ち･これは大

なる化学的撃力を持つ物質であり,潜在性干ネ

ルギーの貯蔽所であり,染色物質が破壊される

場合には,潮経刺戟の流れの成立狙 こ調節に関

係ある運動のエネルギーが生成されるものと考

へ,これに飴 り芳しからぬキネトプラスマ(Ki-

netoplasヮla)なる名称を輿-た｡

それ も亦全 くの仮設の域を晩しない説であっ

たのである.

ビーJLショウスキーはこれらの仮設が弱い基

盤の上に立らてゐる訳は,全問藍の壇性的把塩

に必要な化学的並に物理的基礎が映けてゐる処

にあると云ってゐる｡

さて肝細胞チグtlイド小体 (丸井)並に肝細

胞ヌクレオプロテイド様額粒の発見及びその後

続行された神経細胞と肝細胞の平行的な病的生

理学的 ･病理学的研究の儲果は,耐軽珊胞のニ
ヽ

ッスル染色物質の官能並に生物学的意義の間明

/に著しい青臭をもたらした串は膏定し得ない処

であらう｡ 丸牡及鈴木は昭和2年 r鱗鎌による

脳育成神経細胞及肝細胞の変化並に食餌再摂取

によるその固執 附蛋白質貯槽とし七の肝臓に

就て｣と云ふ業績を発表し次の結論に達した｡

1) 欝敵時に於で収神経細胞め貯蔵物質とみ

るべきニッスル染色物質は減量し終には滑失す

､..るに至る｡ その際神経細胞の所謂 クロマ()

-ゼ ･ク｡モフイ1)- の像を認め,食餌再摂

取によってこの節餓状態は回復する..I

讃
Jql.せり..
I
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2) 欝餓時に於て,肝細胞チグtZイド小体並

に肝細胞ヌクレオプロテイド横瀬粒は減量滑失

し,食駈再摂取によってこの変化は回復する｡

鱗額時には肝,W胞クロマ ト1)-ゼ I(丸井)及び

タロモフィ.)- (丸井)の像が多数の肝細胞に
′■r

みられる｡
′

3) 従って,ク｡マト1)-ゼ｡クTlモフイ1)

二なる現象を示しながら丙種細胞の染色物質が

減量滑失することは,■両方の染色物質力形 腰学

〔一 朝 ･顕徴化学町性状に於て近似或は同一の物賀

であるととを察せ一しめるのみでなく,その生物

学意義並に生理由官託に於ても両様の物質やぁ

ることを察せ しめる｡

4).軒臓が蛋白質貯槽としての意義を持つこ

とは確実に組織学的に証明されたO

次いで倉田道姓氏は著者の教室に於て家宅を

実験動物とし,これに種々の回数に於て'イン

シ-1)ショック, カルヂアゾ-ル疫学, 電撃

ショックの発侍を反復させ神経細胞及肝細胞の

変化を追究し,両者の染色物質が発作回数の槍

すとともにク｡マ ト1)-ゼ･クロ竜フイ1)-の

像を示しながら減量滑失 し,それとともに細胞

の飢痩萎縮 ･原形質の蜂有様構造及峯泡形成等

に放て現出する細胞哀形質の稀薄化があらはれ

ることを認め,而かも細胞核には著しい変化即

ち細胞Z)壊死或汝琴汝を暗示するやうな所見を

認めなかったのに鑑み,前記の丸井 ･鈴木の共

同研究ゐ結果に類推を浅め,以上の所見は,シ
ーt＼

ョック並に痩撃たよるェネルギ-滑耗の現れに

外ならず,従って雨唾細胞lo染色物質は細胞軒

に於ける蛋白質貯蔵 ･エネルギーの補給倉庫の

意義を明らかに示すものであると括諭した｡

更に菅原小八郎氏は過労によるP,神経細胞並に

- 3

肝細胞の変化を平行的に研究しようとし,ま兎

を廻転牢内に入れて急啓な疲労実験を反撃させ

た後に爾細胞の変化を追究し,両細胞の染色物

質が実験回数を重ぬるとと もに クロ~マト1)-

ゼ･クロモフイ1)-の像を示 しながら減量滑果

し,細胞緊形質には,大体倉田氏の実験に於け -'

ると同様の新見を認め,侍ほこれら凡ての所見

紘,食餌摂取と休養とによって回復することを

認め,この所見を丸井 ･鈴木及び倉由の所詮を

裏書する意味に於て説明した｡
I

示JrT芳雄氏は,倫ほア ドレナ1)ン注射の紳虚 一

､細胞肝細鞄に輿ふる影響を疎究し,両細胞の染●
色物質がクロマ ト1)-ゼ･クロモフイ1)-の像

を示 しつつ減量 して行くのを陣記 し,ア ドレナ

1)ンが葡萄肋を含水米案貯槽から動員するばか

りでなく,蛋白質をもその貯槽か､ら動員する作

用参ることを明らかにしたO

これら-堺の研 究 の結果は前述カヘール;

ルガロ'フワン,ゲヒユシテン､等の栄養物質詮

マ1)ネスコの潜在性エネルギ-詮は,夷駿的板 ＼

損の上に立って証明され得たもeyと云ふべきで -

ある｡吾人は神経細胞ニッスル染色物質は神経

細胞の官能,即ちその興奮のエネ)ヤギ-源とし

て尿形質内に貯蔵されるものであるが,一朝有

等の際に歩⊥ 部全身の栄養物質としても腰立つ

ものであるO肝細胞染色物質 は全身 の栄養神

払 特に蛋白質補給嵐 エネルギ-補給嬢の意
､し

蓑を有する外に,多分肝蟻の痩々の官椛に.も役

立つ材料となるものであらうととを推論して訣1■′

少.なきを信ずるものである｡

ニッスル染色体の化学的姐庫に園してはマツ ､

ケジジ-及びスコツIは燐酸並に鉄を証明した

と云ふ｡燐並に鉄壁核染色物質中に含まれてゐ

{ー
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1

ることを板碑としてスコットはニッ'スル染色物

質と核染色物質とが発生学的に密接な関係を持

つであらうことを推論し,核染色物質が繭散の

方津により核膜を通過 して細胞騎形質内に入 り

此処にニッスル染色物質の材料をつくるものと

論じた｡モツトは叉ニッスル染色物質とヌクレ

オブpテイドとを発生学的に関係づけた｡モツ

17･以外にも,ニッスル染色物質をヌタレオブ｡

テイドの範噂に属するものと考-た学者は少な

くはないのであり,著者が,最初アメーバ様惨

賛細胞,次 いで,勝質性 並 に 中庭菓性額粒細

胞,更に家電肝細胞内に発見し,而かも形態学

的並に琴徴組織化学的性状に於てニッスル新粒

と同一成すべき頼粒に,ヌクレオプロテイド様

衷粒の名を奥-た所以は,実に此処にあったの

である｡云ふまでもなく,著者はこの類粒の物

質並にニッスル瀕粒の物質をヌクレオプtlチイ

ドと断定したわけでは決してないのであり,莱

際今迄この爾細胞染色物 質 を,J直接に分析化

学的研究の対象とした学者は奉牢居ないのであ

る｡

丸井及鈴木は ｢偏食摂取による脳脊境及肝臓

磯蝕状態の回復 ･再び盛白質好槽としての肝臓

に就{'｣なる題下に家兎を八日間雁対磯蝕の状

･態においた後に 5乃至 7日間卵白,･卵黄,葡萄

艶 肝卑 属 花生油によって人工的に飼育した

結果を報告 し,卵黄による飼養の場合に於て紳

凝細胞の磯級状態回復は特に迅速完全に起 り,

肝細晦に於ける染 色物質量は,むしろ正常或

は自然の状態以上に多量となる事実を目撃し,

これは,朝貢が主としてヌクレオアルブミンに

属するオヴヴヰチ1)ンからなってゐる事実に停

すべきセあるとし,此処に神経細胞,肝細胞染

色物質はPとNを含む蛋白質に属し,その生成

貯蕨にはPとNを必要とすることを推諭したO

これによって又肝細胞が蛋白質貯槽であること

が再確認されたわけである｡

一方に於て肝細胞円にニッスル染色物質と同

一の物質が証明されたことからニッスル染色物

質の生理的横能掛 こ生物学的意蓑に関する先進
l■
学者の見解を批判し,これを是正する有力なる

′
根抱が奥-られるに至つ晦O~著者は ｢ニッスル

染色体の生理的機能掛こそが所謂ヌタレウス ●

プ ラスマ ･レラチオンに対する関係に就て｣な ･

る論証に於て人イヂン-インが神経細胞鳴 き

-ルトウイッヒの所謂ヌクレウス ･プラスマ･

レラチオン即ち細胞核と原形質の容積の兄を概

算 し,紳鐘細胞体のみではなく,これか ら出る

軸索の容積迄も加算すると神経細胞緊形質の容

積は核のそれ†こ比 して著 し く大 なるものとな

り,従ってその間のレラチオンは失なはれるこ

と甚しいものとなると考-,此処にニッゝル染

色物質をチトクロマチンと命名し,その所産細

胞体内に於ける存在はこの失なはれたレラチオ

ンを恢復し取戻ざうとする努力の現はれである

と見倣したのに対し,著者は長い突起を持たぬ

肝細胞に肝細胞チグロイド小体,並にヌクレオ

プt]テイド様額粒の存在すること-は,ニッスル

鞄色物質をぽこのレラチオンrl復に関係づけ,

これを核の附属物,或は補助的物質と説明する

Iことに対する有力な反証を提供するものである

と論じ,ニッスル染色体が長い神経突起を有す

る細胞に存することも,必ずしもこのレラチオ

ンを卒均せ しむる意味に解するを要せす,主要

なる活動を営む御庄細胞がェネルギーの源泉と

しての/ニッスル染色物質を貯え,一朝有事の際
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への準備をなすものと考ふべ きで あ ると論じ

-た｡新井昌平氏は ｢紳軽細胞とニッスル染色物

質 ･並にニッスル染色物質の生物学的意義知見ヽ

補遺｣TEる患下にニッチル染色物質の生物学的

意義に関する罪進学者の所詮を批判し,ニッス

ル染色体が核のバジグロマチ-/とその生成の有

様,化学的組成,染色性等に於 で簡 接なる関

係 (?)あることを板均としてこれを核の補助

_ 的物質と見倣し,これに･チトクロマチンなる

卜 名称が奥へらるるに酌 た経路 を詳説 したる
後,この所謂 ｢賓接なる関係｣は仔細に考察す

れば,一見展なるが如く見えて而かも容易に信

を招き欺きものであーわ,両者の染色性の間には

大なる懸隔がある｡叉両者間の発生学的関係は

氏の ｢ニッスル染色体の生成に就て｣の研究の

結果から見て全然承認 し待ざるものであり,斯＼

くの如き不曜実な板招に立って ニッ女ル染色体

の生物学的官能を論ずることは甚だ危険である

とした｡そしてニッスル染色体が核の補助的物

質であるとする見解の最も有力な根擁となって

ゐる事実,即ち大きい原形質を保有し,著しく
ヽ

分化してゐる神経細胞は一般に多量のニッスル

染色物質を持って屠b-,而かも核はク｡マチン

を欠き,核質は染色榎本に放て透明であるに尿

L,神経細胞野形質の容虚の小なるもの,即ち

小脳額粒暦を形成する中神鐘細胞,限網膜の両

極性神経細胞の如きはニッ云ル染色物質を全然

映いて居り,･向かも核は,71)ニン色素によっ

て濃染されると云ふ事実があげられてゐるに鑑

み,この二種の細胞を仔細に研究した結果,そ

I. の細胞核を囲む撞少なる原形質内に多数･Z)微細

なるニッスル頼粒を証明し得てこれらの細胞に

於けるニッスル染色物質,D故知云々は読まれる

I

- ～

~朗鬼であることを指摘し,ニッスル染色物質の

生物学的意義に関する今迄の所詮の中に於て,

これを核の補助的物質と見倣した学詮は,多数

の決まれる板均の上に立つものであ り信すべか

らざるものであると主張したb

i
著者は府はづルヒやの他の学者によって,山

椴負その他の動物の肝細胞内に窟められ ｢蛋白

滴｣･｢同質性病状物｣ ･｢ピロニン噂好性シ
●

ヨルレン｣等の名称を以て呼ばれ,磯敵によっ

て減量泊失し蛋白質による飼養によって生成材

量する物質は,著者の所謂肝細胞チグtlイド小

体に外らざることを明らかにした｡もしてこれ

ら学者の所謂 ｢蛋 白満｣等は微細なる頼粒卸

ち, ヌクレオプロテイド痩頼粒 (丸井)?隻

園V)規はれであそこと'並に彼等の所謂蛋白満

が紳雀細胞内にある微細額柁印ちニッスル頼粒

の襲園たるニッスル染色体卓の間に,前記の如

き密接なる関係あることが彼等には全然未知で1●

あったことを此処に強調する必要がある. 侍ほ

･著者はこの機会に於て多数の学者によって肝細

胞,神経細胞以外の種々の器官の細胞内にピロ

ニン噂好性物質'或はピヮニン頼粒の名に於で

記載されて屠る微細肝粒が,ヌクレオブtlテイ

ド様頼笹 (丸井)に外なちぎること,従ってこ

の頼経が生物学的に重要な意義を持つものであ

ることをこ iに附記し･学者の注意を喚起 した
■■

いのである｡

斯くてニッスル染色物質が神経細胞にのみ特

有の成分であると云ふ見解は,最早や維持する

こ与能はざるものであり,侍ほ,神経細胞のニ

ッスル染包物質,肝細胞のチグロイど小体が,

磯銑･種々のシヨ'.ツタ･過 労 等 の実験によっ

て減量滑失 し,夫々食餌再摂取†食餌摂取と
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休養にようて容易に再生増量回復する事実は,

これら染色物質が裸道的なる有機的構造である

と云ふ見解を否定するものと云は&-ぱならな～

い-○ '

ニッスル染色法によって神経細胞病理学の顔

域に於7:も一新時期が謝され,この方法は過去

数十年を経たる今日に於ても命ほ肩的細胞の検

束に桐ひられて居る｡

神経細胞の変化には所謂逆行性･二次的変化

即ち軸索反能に対､して所謂第一次性変化が対立

せしめられて来た｡そして学者は前者における

と同様に後者に向っても特有な等噂像を記載し

た..こり変化の根本的特徴としてマ1)ネスコ拝

細胞の周辺から核に向って進行する染色物質の
＼

敵解を考㌣たのであったQ即ち,タロ･マト1T-

ゼの進む方向が,逆行性反応とは正反対である

と云ふのであった｡.処でこの第一次性の降職に

轡 雑々多な要素が数-られ,その共通鮎は唯4
た神経系校を急性或は慢性に侵すと云ふ点であ

る｡発熱･循環障凝･磯銑･中毒･侍染病等が

考-られる｡.処Iでこれらの有害物の個 の々群に
ヽ

裁て詳細に観察して見ると凡ては単なる神経細

胞破壊者ではなく,神経系統特に脳脊鰐の実質

全体を接すものであることが判るのである｡従

って前記の第-凍性並に第二次性変化の対立-N-

照は夷際にそぐは屯ものせある一｡第一次性の降

頻の神経細胞に輿ふる作用をニッ.スル染色法に

よって見出さうとして無限の時 と努力が払は

れ,これら業態の大多数に於て裾各害毒に向っ

て特有なる細胞変化を提供し見出さ与とすろ努

力があらほれてゐるのであるが,全体としてこ

の方面の研究は非常に収啓の少ないものである

ことがわかったのである｡所謂特有なる等償像

は一つとして批判に堪え得るものがなかったの

である9一所経系統の病理組戯学に於てはこの準

症診断に役立つ細胞所見を見つけやうとする努

力は都道に跨み迷ったものと云ふべきである.

鈴木推平氏は3ツスルー沢の学者は中毒に_際し

ては,神経細胞に所謂急性変化の病変を起し各

毒素に特有な変化が起ると云ってゐるが自分の

実験では決して斯くの如き像を見ないと述べて

居り,侍は,同氏拝所醐即包クロマ ト1)-ゼの

現はれ方を記載し軸索反応以外の第一次的障擬

に於ては核の移動は起らず'程 の々形のク｡マ

I.)-ゼ郡,非特異性にあらはれ,所謂中心性

クロマトy-ゼは,軸索反応にのみ特有に現は

れると云って喋るのである.

斯くの如き観点に立って土ツスルは自ら主な

る細胞病変の分類を行ひ (1)急性変化 (盟)慢性

変化 (3.)蜂貰様細胞病変 (4)神経細胞の稀道化

(5)一定数の他の病型及種 の々病型の混合型等

を記載したのである｡これによってニッスルが

細胞像を判断する場今に如何なる観乱がら何を

重要視したかを察することが出来るのである○

吾人は細胞像を個別的な診断的間違野次の鍵と~

して見るべきではなく,病的状態の指標として

のみ用ひ又慣重なる注意を払ひながら,病的状

態の程度をはかる尺変として用ゆべきである｡＼

スピ-ルマイヤ-紘 (1)ニッスルの急性変化に

本質的に一致する腫脹過程 (2)凝固過程1(一3)

三ッスルの所謂慢性変化に大体一致する細胞萎

蘇 (4)酎 ヒ過程 (- をの壬なる代表者は重症

変化である- )に分耕してゐることを此処に

附記しやう｡ビ-ルシヲクスキ-はニッスル染

色法は神経細胞の生活状態に関する有益な指示

を捷供するものである｡即ち細胞が急性或は翠
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急性或は慢性の変性の途上にあるか;破壊の如

何な声時期に到達してゐるか,現存の変化が可

逆性のものであるか,それとも細胞を死軌 こ導

くものであるかを示 すも の であると云ってゐ ･

る｡戯 しながらこの見解はニッスル物質そのも

ののみの変化に就て云って居るとすれば吾人は

これに反対せざるを得ないのである｡ 何となれ

ば吾人は快復可能の神経細胞即ち磯敵の実験 ･

過労の実験 ･ショックの突放に見られ,細胞核

に何等の異常を認めない神経細胞に取て,アク

pマ ト-ゼ細胞を見ること決 して稀で吐なく,

特にこれら実験に於ける.g摘雌 に於では非常vc盛

屡Jkアク.2マ トーゼ細胞像を見るからである｡

ニッスルは,細胞変化の検束に際しては染色物

質の放態の外に,細胞核の像が大なる意義を有

するだ を強調して郎 のであり,吾人は細胞

の変化が恢復可能のも′のであるか,或は死滅に

導くものであるかの判断に際 しては細胞の仝像

特に核の変化に重曲をおくべきを此処に切言し

たいのである｡命ほ前記の如くニッスルは神経

細胞の病的なる一つの型として蜂嵩抹病変を記/

載してゐるのtiぁるが,吾人は磯醜 T過労 ･シ

ョック等の諸実験,即ち広義の柄的生理状態で

あって,必ずしも狭義の病的状琴とは考-難い

状態に於ける神経細胞 ･肝細胞に於て,この像

に遭遇すること甚だ屡jtであり,吾人は,必ず
JL

しもこれを狭義?病的変化とは認めずむしろ紙

B'p,の蛋白質貯蓄 ･瀧色物質貯蓄の滑耗 ･エネル

ギーの枯渇 ･細胞常形質の稀藩化の現れと解す

ることの妥当なることを信ぜんとするものであ

る｡

此処に於いて著者は･著者の所見に基づいて

ク｡マート1)-ゼ.クt]モフイ1)-なる現象の意

- 1

義を検討する段階に達 したわけである｡ク｡マ
■′■

トサーゼなる概念に於ては学者の見解は直々で

あるがJ,著者崎鈴木姓平氏とともに ｢神経細胞I

のニッスル染色体がニッスル雛 に分散し,或
9

は一部滑失し,或はこれに生前の何等かの機転

によってクワモフイ1)-を伴ふが如き変化を示

す場合には,広義のクp一マ ト1)-ゼと称 して可

なりと信するものである｡

然して吾人はクtlマ日)-ゼとク｡モフイ1)

-の現象を明鮭に区別し,クt,マト1)-ゼの下

一 にヱ13スル染色体がその成分であるニッスル頼
l

粒に分散する過程を考-,､クpモフイ1)-の下

に紳鹿細胞原形質の禰漫性青染を考-右-もので

ある｡蓋し,ク･｡屯-+イ1)-を惹起する脊索物

質は,エツス7L,染色物質そのものとは顕徴組織

化学的反応を異にし,前者が人工胃液によって

容易に消化されて消失す号に反し,後者は少なI

くとも一定時間.は人工胃液に溶化されず'逆に

周囲の細胞原形質が滑化される結果,一層明瞭

に顕微鏡下に見られるやうになるからである｡

-イヂンハイン,フワン･ゲフシテン,オーベ

ルスタイナ～等は,ク｡モフイ1)-はニッスル

､染色体が一様に溶解する結果盛するものと考へ

たのである担 吾人はこれを容認し得ない0.で

ある｡ 文一一部の学者拝神経細胞のク｡モフイ1)

-を組織固定その他b操作によって生する人工･′■}I
産物'或は死後の変化に帰 して ゐ･る? である

が,吾人の践統 ･シヲツク･過 労 譜実像に際

し,クtzモフイ1)-が納経細胞に見られる場合 ･
■

には,常に肝細胞 ク●マトリーゼとともに肝細

胞 ク｡モフイ1)-が見られる処から推 して,ク

t,モウ イ1)-は,必ずしも人工産物,叉は死後

変化のあらはれと見るべき,t.桔なく'細胞の生
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括横転に伴って,必然的に起る変化と見るべき

である｡勿論,この神経細胞並に肝細胞の青染

物質の生成に就ては,吾人は,これが両種細胞

の染色物質が化学的に分解変化して生じたもの

か,或は,他の過程に基づいて現はれるもので

あるかむ未だ明らかにし得 なレ†のである｡ 侍
ヽ

は,,クtlモ7イ1)-はク｡マい)-ゼの現象に

必然的に件ふものとは云ひ得ないのである｡鈴

木氏は軸索反応の磨本では著 しいク｡モフイ1)

-の像は見なかつたと述べてゐる｡

クロマト1)-ゼの生物学的意葦は何処生あら

うか｡-イデン-インは,軸索反応の際に見ら

れるクtzマ ト1)-ゼは退行性変化,或は現象と

は見る･ことが出来ない｡反対に進行性傾向を持

つ過程である｡特有な細胞像がいつも規則正し

く起って来ることは,これが生物学的過程であ

ることを示すものである｡この場合には傷害さ

れ不具化された ノイT]ンの回復k必要なェネル

ギーが解散されるのである,と云ってゐる｡偽

性べ./ダ巧び ヘルFも逆行性神経細胞変化は神

経繊維の回復に向けられる現象と見るべきもの

であるとしてゐる｡鈴木雄平氏はニッネル染色
ヽ

体が軸索反応に際 し分散して頼性状を呈し,経

には,アク.lマトTゼの状態にさ1蓮すること

のあるのは,ニッスル染色体の一部が損傷され
I

た神経織祉恢復横転を営むにあたって,造唾物
I

療として滑費される結果 であ らう と述べてゐ

る｡

' 紳轟細胞7)所謂第一次的障碇,即ち発熱,種
4 E

々の中毒状態,侍染病等岬際して見られるク｡

モフイ1)-を件ひ,或は件時ざるク｡tマト1)-

せの生物学的恵毒に就ては,今日侍ほ不明な点

が多い｡種々の中毒状態に教ける肝細胞･Z)クTl

ア Tl)-ゼ･タロモフイ1)-に就ても同様で･あ

る｡ 鈴木堆平氏は,これは夫々ニッスル染色体

.肝細胞チグロイド小体の崩壊と減少),を意味す

るだけではなく,叉それわ快復の前提と卓見ら

-れないではないのであるから,全部の現象を単

に退行変性の現れと断定する.は早計であり'-

面 に細胞の治癒的横転の現はれとも解すべきで

ある｡ 更に叉如斯状態は,細胞その ものの治癒

的反応とLq:のみ見られる要はなく,何体が何
●

等かの危害から党かれやうとする奴応機転の区

分現象とも見られ得ぬこと偲 なからう,ノと述べ

てゐる｡之は注意に値する言である｡L=

磯歓 ･ショック･過労の諸実態に見られるタ
′ ㌔

｡マ ト1)-ゼ･ク｡モフイ17-が神経細胞 ･肝

細胞D蛋白質貯槽 ･エネルギー貯蓄の消耗の硯

はれであることは前.こ述べた慶 で あ るOそし■■

て,神経細胸のニッスル栗色物質は主として神

経細胞の興奮によって滑耗されるであらうが,

場合によっては,全身D栄葦原その他と.Lて役

立つものであれ 肝細胞の染色物質は全身の栄

養源エネルギー源として,主と して役 立 つF't

に･.侍ほ種々の官弥 こ調輿するもわと考-られ

る｡兎も角も神経細胞染色物質 ･肝細胞染色物

質の持つ官就･生物学吋意義が,斯くも複椎多

面的なる以上,神経細胞 ･肝細胞染色物質わ変

化を考察するに当って払 その変,'Eが非常に複

推ノな意味を括って居り,多数の要因の複合.0現

れであることを考慮する必要がある｡

最後に神経細胞の所謂}イtlノ~77ギー像に

関する見解を述 べやう｡1919年;著者は種 の々

病的状態にある隅に出現するアメーバ様捗質細I

胞 ･髄に摩質性 ･中称斐性親授細胞原形質内に

ヌクレオプロテイド様塀粒 (九年)を発見し,



軽々の角度からの考察の結果これは隅の中に起

る措除作業の採れとしての破壊産物とは見るべ

からす,却って造連的栄養的意義を有し,神経

組織の再建に役立つものであらうと括諭した｡

次いで著者と新井昌平氏は ｢脳損傷の組碍病理

･学的研究 ･ヌクレオ7･ロテjF様覇粒 (丸井)

の生物学的意蓑｣なる論文を発表し,実験的に

つくられた家兎の脳損傷竜の附近にある神経細

胞に見られる所 謂 ノイtZノフアギL政に注目

し 病的に変化してゐる神経細胞の周囲にある

贋質性随伴細胞が槍衝し,これを囲み,これに

附著して居 り,而かもその原形質内にヌクレオ

プロテイド様頼箆を保有しで ゐ る事実を軽記

し,所謂ノイpノフアギーなる現象は,従来考

へられたやうに一方的に破壊死滅に項せる神経

細胞に.g-して屡質細胞が喰作用 ･周 填作用 ･掃

･除作用を行な払つつあることの像とのみは考-
ノ

ることは出来ないのであり,一面に於てこれは

神経細胞の回復 ･蘇生への努力,即ち造唾的作

業の現れと解すべきであらうと論じた｡侍は,

文

ノ
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5) hIartli:-耳istopathologicstlはyontwo

7 9

ノイロノフアギー類似の助成像が生理的に昇育

途上にある幼君動物の隅にも見られ神経細胞に

伴なう屡質細胞が,ヌ2'レオプロテイド様琴箆

を保有する事実を推かめ得た著者等は,所謂ノ

イpノフアギー像には一面に破壊,他面に造竜

の意義があるとの信念をかたむるに至ったので
′

ある｡

斯くて,牒質細胞 ･頼粒細胞内におけるヌク
I

レオプロアイド横瀬粒の発見 ･肝細胞内に於け

る同額粒,並にその集周たる肝細胞チグ巴イド

小体の発見,種々の条件の下における神経細胞

と肝細胞の平行的研究の結果は神経細胞の細胞

学 ･細胞生理学 ･細胞病理学の領域に新 しい光

明を投げ,種々の新知見を提供し,在来の多数

の知見を批判是正することに役立つたことは著

者の信ぜ木とする処である｡
I

(此虎に本軒先をなすに貰 って拳術研究合議疲多

班から輿へ られた科挙研究繍助が著 しく役立った

事を述べ深厚なる感謝の意を表するものである｡)

議 ~ J

casesof〝centralneuritis〝;demonstration
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anple〃)intheneurogliacello.Archiv.
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●

6) Marui‥FurtllerStudyonthe.micro-his-

tioICll触licalnatureoftlleNISSlbodyand

theknucleoproteid-likegranulen(Marui);a

contribtltiontothestrtlCtureOfliveroe118.

湖itteil.allgem.PatllOl.pathol.Anat.1.∫

7) Hartli:AcontributioqLtOtheknowledge

ofoelトgranule;onthe〟nucleoproteid-like

■句

､′



･1-
･
･∴

,･
･

I.
･
･･-････-･･-
.
-
,
!

.
･;
!-;
I.
･･.

▲
/tJ./11

)三寒
LJ(

10-
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8) alZtlki‥Uberdie80genannte Chromato-tI
lySederNervenzellenb2;W.derLeberzellen.

班itteil.all酢m.Pathol.pathol.Anat･6.

9) 丸井清春 :ニッスル染色体の生理学的耗能

･特にそれが所謂 ヌクレウス･プラスマ ･

レラチオン に対する関係に就て .1

呉教授在株25年記念諭文集

第 1巻 大正14年

10)丸井清春 ･新井昌平 :脳損傷の組織病理学

･的研究及 ヌクレオ7'.tlテイド横瀬泣(丸井)

の生物学的意義

日本の医界 第11･%『火車10年
∫

ll)丸井帝泰 ･由木雄牢 ‥磯験による脳脊鯖神

経細胞及肝細胞の変化並に食餌再摂取による

その回復 ･附蛋白質貯槽としての肝臓に就て
I

}' 東北医誌 希10番 昭和2年

T

一

12)丸井清黍 ･鈴木雄牢 :偏食摂取による脳弓

髄及肝臓磯蝕状態回復 ･再び蛋白質貯槽とl

ての肝臓に裁て ●ヽ
東北医誌 第10巻 昭和2年

13)新井昌平 :ニッスル染色体の生成に裁て

東北等誌 弟 6巻 大正10年

14)琴井貫卒 :小神経叢用胞とエツスル染色助字

･ニッスル染色体の生物学的意養知見補遺

東北医誌 第 7巻 .大正13年

15)倉田道夫 :｢インシ-1)ン･ショック｣ ･

｢ガルヂアゾール｣唾撃 .電撃症撃による丹i

及肝の変イヒ(預報)

精神神経誌 第46巻 昭和17年

16)菅瞭小八郎 :過労による脳及肝の変化 (∃

発衰 )文献(7)参照
●

17)小川芳雄 :｢アドレナ ))ン｣.注射による耶

及肝の変化 (未発表)文献(7)参照


